























































実 験 方 法
 1.実験動物:迷路反射正常,外耳中耳正常な成熟猫(体重2醇以上)を用い.これを固定箱に固
 定し眼振記録を行なった。
 2実験項目二a.反復回転刺激及ぴ反復温度刺激によるV.H.形成の観察(正常例)
 b..小脳正中部纐訴の月販反応及びV.H,形成に及ぼす影響の観察
 。.一側室頂核破壊の眼振反応及び▽.H,形成に及ぼす影響の観察
ロ
 5.迷路刺激方法:a)温度刺激,頭部を45後方に屈曲固定後,外耳道に細管を挿入して15℃
 (又は50℃)の冷(温)水注入を行ない迷路を刺激した。1回の注水時間は60秒間とし5分間
 隔にて反復刺激した。b)回転刺激,20q/8eeの等速'回転より,6シgec2で20秒.
 加速し,ろ分葡等速回転.后,・61イse・G2で減速する場合と,0:4シ・8Gc・2で減速ずる場合
 とに分けて行なった。(前者は加速及び減速,後者では加速のみが迷路に対する刺激効果を有ナ6。)
 眼振記録用電極は,両外眼角部を切開し,頬骨弓に緊縛した。
 4.小脳損傷法
 NθmbU七aユ腹腔内麻酔を行ない,後頭部を露出し,バーにて小穴を開ける。東大悩研式脳定位
ロラ
 固定霜墨を用い,ろ0の角度がら薄刃又は双亟憩:與を定位的に刺入し,必要部位の切所又は電気凝
 固を行なった。術后一日目より濃度刺激又はr蝋臨幸[1激の反復実絵を行在い,経時的変化を観察した。
 実験終了后に生体同定を行ない,連続切片を作製し,主にKl這▽er-Barrera染色に辷り,
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 損傷部位の確認を行なった。
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 1.正常例の喰討a)温度刺激の場合,冷水反復注入を一側耳を行なうと,眼振総打数及び緩徐
 相速度の漸減が認められた。しかし反復注水后・∫伺耳に対し50℃温水刺激を行なっても眼振には
 減少存認めなかった。叉反復注水前後の反対側耳の冷温刺激効果を比較すると,冷水刺激に変化な
 ぐ,温か鋼激効果の減少のみ認められる例があった。又反復注水後直ちに同法塑1激を辱えるとv.H.
 が,回転眼振に移行する例も見られ、たが,殆んど影響の無い例もみられた。
 b)回転刺激の場合.10～15回の反復刺激によってV.H.が得られた。一方向性に反復刺激
 を一与えると反復刺激方向にのみ,v.H.が見られ・ン反対方向への眼振の減少はあまりみられなかっ
 た。
 2.小脳損傷実験:a)小脳正中部縦断例,温度眼振にのみ著明な変化が見られ,回眠性眼振に異
 常はみられなかった。温度眼振は,二相三相が出現し,.眼振方向が不安定となり,眼振の出現が極
 めて不規則になった。反復回転刺激を与えると,v.H,が形成した。
 b)一側室頂核破壊例,(1)完全一側室頂核破壊例では,姿勢異常がかこり,術側へ頭部を屈曲し術
 側へ転倒傾向があり,又術側方向へ回旋運動を行ない,四膝の伸展が認められた。
 (“)術后一日目の回転刺激により術煩向きの自発眼振及び眼振方向優位性(D.P.)を示す例が多か
 づたが眼振反応が強ぐ左右差の明らかで左い例もあった。反復回転刺激に伴疫い,初め劣勢であっ
 た方向への眼振が徐々に出現し更に増加し,遂にD,P.の方向が通転ずる現象が認められた。又術
 後後期には,健側向きD,P.となり,反復回転刺激后,v.H.に左右差が認められた。
 W考按並びに総括
 1.本実験条件下で,v.H.が認められた事は,既報文献の成績と一致している。
 2.小脳正中部,縦断により(即ち一部の小脳虫'藻皮質及び室頂核問の雑断により)温度眼振にのみ
 著明な変化をみた事ぼ,興味ある事であり少く潅ぐとも,温度眼振の方向及びリズムの保全の為に,
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 小脳内の左右の連絡が必要である事が考えられる。そしてこの場合,一側刺激(温度刺激)と.
 か
 両側刺激(回転刺激)の刺激様式の差が表面に現れたものと考えられる。
 5.一側室頂核破壊によって,眼振左右差を生じ,又反復刺激に対する反応態度も異って来た。小
 脳内に偏在性の損傷を生じた結果,左右の前庭核に対する影響力に不均衡を生じた為であると考え
 られる。反復回転刺激によってD,P.方向の逆転する事は,V,H.の考えから説明するのは函難で
 あり,反復刺激によって新しい反応回路力難じて来る事も想縢される。
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 以上,本実験からも,反復輔拠てよる反応の変化は中枢性の変化で・ある宴がll児らかである。
 一5〔〕8一
 審査結果の要旨
 前庭迷路に対する反復刺激が前庭反応の漸減(Respon3ed.ecline)を来たすことは周
 知の現象であるが,その発たト機序については筒充分に解明されていない。この現象が中枢神経系
ノノノノ
 に起因するとの考えからHabi七口a.℃ionと呼ばれている。
 著者は猫を用いた反復迷路刺激(湿度,回転刺激)によるHabi七ua七iOn形成を眼振を指
 標として観察し・また小脳損傷による眼振の変化むよびHabitUaUon形成に及ぼす影響を遷、一
 究した。
 まず末梢迷路の反復刺激では温度むよび回転刺激共にHabi七UatiOn形成が見られた。
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 小脳損傷実験として小脳正中部緻折を試みたところ温度眼振に著明な変化が見られたが,匹確諮
 眼振燃異常は認めら嫉かつた。しかし反復回転刺灘功HabitUati。n形成が見ら嫌i
 という。温度眼振にのみ著明な変化が現われたことについては温暖眼振の方向およびリズムの保旨
 全のためには小脳内の左右の連絡が必要であると考えられるが,温度刺激が一側性刺激であるの一
 に対し回転刺激は両側性刺激であるという刺激様式の差によるものと推論している。さらに一側1
 室頂核破壊実験では術后著明な平衡障害が現われたが,術後初期には回転刺激により術側向きの
 自発眼振むよぴ眼振方向優位性(D.P,)が現われる場合が多かった。なむ反復回転刺激によ1ン
 眼振出現状態に変化が起り,D.Pの方向が逆転する場合があり,術後後期には健則向きD.P.と
 なり,またH巳bituatエonに左右差が認められたと云う。
 このような所見は小脳内の偏在性損傷により左右の前庭核に対する影響力に不均衡を生じた結果
 と説明している,)
 以上の実験成績から,反復進路刺激による前庭反応の変化Habitua七ionは中枢性の変化1一一
 あると結論している。
 以上により本論文は学位に値するものと認める。
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